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FAYTA—LEIA—RTBIBRORT T4V T EZHEEENY 7Y MROHM>THRY. MIXILFFRYE—K (CAG)
REREHLTWEY. [RefSeqigfit, 201451 A]
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SMARCA2 Y7 X mAb & DAB %2 ERAL /57 1 VEBIEE MAIBEEZOREHR
BIEDH.

SMARCA2 Y7 X mAb & DAB % ERL /57 1 VBIEE NPEEEZOREHR
BEDH.

SMARCA2 Y7 X mAb & DAB %2 ERL /57 1 VEIEE NEBEEEGOREHR
BICEDH.
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質はSWI/SNFファミリーに属し、ショウジョウバエのブラフマタンパク質と非常に類似しています。このファミリーのメンバーはヘリカーゼ活性とATPase活性を有し、特定の遺伝子の周囲のクロマチン構造を変化させることで、それらの遺伝子の転写を制御していると考えられています。コードされるタンパク質は、ATP依存性クロマチンリモデリング複合体SNF/SWIの一部であり、通常はクロマチンによって抑制されている遺伝子の転写活性化に必須です。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする選択的スプライシングを受けた転写バリアントが見つかっており、トリヌクレオチドリピート（CAG）長多型を有しています。[RefSeq提供、2014年1月]
	研究分野
	-
	画像データ
	

	Hela(1)、HEK293(2)、HepG2(3)、A431(4)細胞溶解物に対するSMARCA2マウスmAbを用いたウエスタンブロット解析。
	

	SMARCA2 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト大腸癌組織の免疫組織化学分析。
	

	SMARCA2 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト卵巣癌組織の免疫組織化学分析。
	

	SMARCA2 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト食道癌組織の免疫組織化学分析。
	

	SMARCA2 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト直腸癌組織の免疫組織化学分析。

